
は
じ
め
に

　

モ
ン
ゴ
ル
地
方
の
東
に
住
む
タ
タ
ー
ル
族（
韃
靼
人
）の
狩
猟
や
打
毬
を
描
い
た
韃
靼
人

図
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
複
数
の

作
品
が
伝
わ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
の
「
韃
靼
人
打
毬
図
屛
風
」（
以
下
、
静
嘉
堂

本
）【
挿
図
１
】は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
「
韃
靼
人
狩
猟
図
」（
以
下
、
ボ
ス
ト
ン
本
）

と
元
来
一
具
で
、
大
徳
寺
の
塔
頭
・
興
臨
院
の
檀
那
の
間
の
旧
襖
絵
で
あ
っ
た
可
能
性
が

先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
本
は
、
現
存
す
る
韃
靼
人
図
の
な
か
で
も
初
期
の
作

例
で
あ
り
、
そ
の
図
様
が
後
続
の
狩
野
派
の
作
品
に
転
用
・
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
韃
靼
人
図
の
展
開
を
論
じ
る
上
で
欠
か
せ
な
い
作
と
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
韃
靼
人
図
を
包
括
的
に
論
じ
る
中
で
静
嘉

堂
本
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
き
た
た
め
、
静
嘉
堂
本
自
体
の
作
品
情
報
に
つ
い

て
、
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
近
年
本
作
に
関
連

す
る
新
た
な
資
料
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、
先
学
の
指
摘
を
踏
ま

え
つ
つ
、
改
め
て
静
嘉
堂
本
の
詳
細
な
作
品
情
報
を
確
認
・
整
理
し
、
資
料
的
な
基
礎
デ

ー
タ
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
襖
絵
全
体
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て

も
、
復
元
的
考
察
を
加
え
た
い
。

一　

作
品
概
要

　

は
じ
め
に
、
静
嘉
堂
本
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
本
の
概
要
を
確
認
す
る
。
静
嘉
堂
本
に
つ
い

て
は
、
本
作
が
初
公
開
さ
れ
た
『
室
町
の
絵
画
展
』
図
録
の
解
説
が
詳
し
い
た
め
、
適
宜

参
照
さ
れ
た
い（
註
1
）。

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
「
韃
靼
人
打
毬
図
屛
風
」
小
考

藤
田　
紗
樹

■
静
嘉
堂
本

　
　

品
質
形
状　

紙
本
着
色　

屛
風
装

　
　

員
数　

六
曲
一
双

　
　

法
量
お
よ
び
本
紙
、
紙
継
ぎ
の
詳
細
に
つ
い
て
は【
挿
図
２
】を
参
照
。

　
　

紙
中
極　

墨
書
「
古
法
眼
元
信
筆　

十
五
世
孫
行
年
七
十
一
歳
永
悳
立
信
記
」

　
　
　
　
　
　

印
章
「
立
信
」（
朱
文
壺
印
）【
挿
図
３
】

　

現
在
は
六
曲
一
双
の
屛
風
装
で
、
両
隻
と
も
に
第
一
扇
と
第
六
扇
に
は
金
砂
子
撒
き
の

足
し
紙
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
扇
に
つ
き
本
紙
の
紙
継
ぎ
は
五
枚
で
あ
る
が
、
第
一
扇
～

第
三
扇
と
第
四
扇
～
第
六
扇
で
わ
ず
か
に
紙
幅
が
異
な
っ
て
お
り
、
襖
か
ら
屛
風
へ
の
改

装
の
際
に
上
下
が
若
干
切
り
詰
め
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
屛
風
の
尾
背
と
重

な
る
部
分
に
描
か
れ
た
人
物
を
切
り
取
っ
て
折
り
目
に
か
か
ら
な
い
位
置
へ
と
配
置
し
直

し
て
お
り
、
右
隻
第
二
扇
の
指
を
指
す
童
子【
挿
図
４
】、
左
隻
第
二
扇
か
ら
第
三
扇
の
打

毬
を
す
る
人
物
の
う
ち
三
人【
挿
図
５
・
６
・
７
】、
打
毬
を
鑑
賞
す
る
貴
人【
挿
図
８
】の

五
か
所
に
そ
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
図
様
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
右
隻
第
一
扇
か
ら
第
三
扇
に
か
け
て
山
並
み
が
広

が
る
。
そ
の
山
間
に
は
、
幔
幕
で
囲
わ
れ
た
住
居
や
幕
舎
が
あ
り
、
そ
こ
に
集
う
人
々
の

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
幕
舎
の
下
に
は
、
貴
人
と
複
数
の
従
者
、
赤
子
を
抱
く
女
性
が
い

る
。
幕
舎
の
付
近
に
は
、
巻
か
れ
た
状
態
で
立
て
ら
れ
た
五
色
旗
を
囲
ん
で
楽
器
を
演
奏

す
る
人
々
が
描
か
れ
る
。
幔
幕
の
外
に
は
、
馬
か
ら
鞍
を
外
す
人
物
や
駱
駝
車
が
配
さ
れ

る
。
第
三
扇
か
ら
第
六
扇
の
画
面
の
下
部
に
は
水
景
が
広
が
り
、
岸
辺
に
は
柄
杓
で
瓶
に

水
を
汲
む
人
物
が
い
る
。

　

右
隻
第
六
扇
お
よ
び
左
隻
第
一
扇
～
第
三
扇
に
か
け
て
は
、
打
毬
の
様
子
が
展
開
す

7　　静嘉堂文庫美術館蔵「韃靼人打毬図屛風」小考



8

挿図２　静嘉堂本　紙継ぎおよび法量

挿図３　静嘉堂本
　　　　右隻第一扇　紙中極

右隻



9　　静嘉堂文庫美術館蔵「韃靼人打毬図屛風」小考

挿図1　「韃靼人打毬図屛風」　静嘉堂文庫美術館蔵　六曲一双

挿図５　静嘉堂本　左隻部分

挿図６　静嘉堂本　左隻部分

挿図７　静嘉堂本　左隻部分

挿図８　静嘉堂本　左隻部分

挿図４　静嘉堂本　右隻部分

左隻



10

る
。
山
間
部
の
平
野
で
は
、
馬
に
乗
っ
た
人
々
が
毬
杖
を
手
に
毬
を
奪
い
合
っ
て
お
り
、

そ
の
左
右
に
は
、
小
さ
な
旗
が
二
基
つ
い
た
毬
門（
ゴ
ー
ル
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
背
後

の
丘
の
上
の
幕
舎
で
は
、
貴
人
と
従
者
た
ち
が
打
毬
を
見
物
し
て
い
る
。
左
方
に
進
む

と
、
険
峻
な
岩
山
が
そ
び
え
、
そ
の
山
間
に
は
幔
幕
を
め
ぐ
ら
せ
た
住
居
が
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
屋
外
で
料
理
を
す
る
人
々
や
子
供
を
連
れ
た
女
性
と
従
者
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

全
体
に
顔
料
の
剥
落
が
認
め
ら
れ
、
補
彩
や
補
筆
も
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
元
の
図
様

を
大
幅
に
損
ね
る
よ
う
な
改
変
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
経
年
に
よ
っ
て
、
料
紙
に
は
シ
ミ

や
焼
け
が
生
じ
て
い
る
が
、
制
作
当
初
は
水
墨
に
よ
る
山
岳
と
濃
彩
が
賦
さ
れ
た
景
物

が
、
美
し
い
色
彩
の
対
比
を
見
せ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

右
隻
第
一
扇
に
は
、
木
挽
町
狩
野
家
の
永
悳
立
信（
一
八
一
五
～
九
一
）に
よ
る
紙
中
極
が

あ
り
、
本
作
を
古
法
眼
す
な
わ
ち
狩
野
元
信（
一
四
七
六
～
一
五
五
九
）と
鑑
定
し
て
い
る
。

■
ボ
ス
ト
ン
本【
挿
図
９
】

　

品
質
形
状　

紙
本
着
色　

襖
装

　

員
数　

二
面

　

法
量　
（
各
）縦
一
六
六
・
三
㎝　

横
九
二
・
一
㎝

　

本
紙
紙
継
ぎ
五
枚

　

右
面　

上
か
ら
二
五
・
三
㎝
、
三
五
・
六
㎝
、
三
五
・
六
㎝
、
三
五
・
五
㎝
、
三
二
・
二
㎝

　

左
面　

上
か
ら
二
四
・
七
㎝
、
三
五
・
六
㎝
、
三
五
・
六
㎝
、
三
五
・
四
㎝
、
三
二
・
六
㎝

　　

前
景
に
岩
山
と
水
景
を
配
し
、
画
面
中
央
の
遠
景
に
は
雪
山
を
大
き
く
配
す
る
。
雪
山

の
麓
に
は
狩
猟
の
様
子
が
描
か
れ
、
馬
に
乗
っ
た
人
々
が
槍
や
弓
、
刀
を
手
に
取
り
、
鹿

や
兎
、
熊
な
ど
の
動
物
を
追
っ
て
い
る
。
雪
山
の
中
腹
に
は
、
馬
上
か
ら
狩
猟
の
様
子
を

見
物
す
る
貴
人
と
、
五
色
旗
な
ど
を
持
つ
従
者
ら
が
描
か
れ
る
。

　

い
ず
れ
の
面
に
も
襖
の
引
手
跡
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
註
2
）。

二　

伝
来
と
筆
者

　

次
に
、
静
嘉
堂
本
と
ボ
ス
ト
ン
本
の
旧
在
地
と
伝
わ
る
興
臨
院
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

挿図９　「韃靼人狩猟図」　ボストン美術館蔵　二面� Photograph [2026] Museum of Fine Arts, Boston.

興
臨
院
は
、
能
登
国
の
守
護
大
名
・
畠
山
義
総
（
一
四
九
一
～
一
五
四
五
）
が
大
徳
寺
八
六

世
・
小
渓
紹
怤
（
一
四
七
五
～
一
五
三
六
）
を
開
山
と
し
て
建
立
し
た
塔
頭
で
あ
る
。
正
確
な

創
建
年
は
不
明
な
が
ら
、
天
文
二
年（
一
五
三
三
）に
大
徳
寺
か
ら
敷
地
の
東
隣
地
を
買
い
足

し
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る（
註
3
）。

　

ま
た
、
昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
解
体
修
理
工
事
に
お
い
て
、

本
堂
の
礎
石
の
大
部
分
に
火
災
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た（
註
4
）。
創
建
か
ら
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間
も
な
い
時
期
に
罹
災
し
た
よ
う
で
、
修
理
工
事
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
天
正
九
年
（
一
五

八
一
）
に
桧
皮
替
え
し
た
記
録
が
残
る
た
め
、
遅
く
と
も
そ
の
二
十
年
程
前
の
永
禄
年
間

に
は
再
建
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
本
堂
に
掲
げ
て
あ
る
額
を
記

し
た
天
啓
宗
歅（
？
～
一
五
五
一
）の
活
躍
期
や
、
狩
野
元
信
の
没
年（
一
五
五
九
）な
ど
を

考
え
合
わ
せ
、
再
建
時
期
を
一
五
四
〇
年
代
に
絞
っ
て
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
と
報
告
書

は
提
言
し
て
い
る
。
静
嘉
堂
本
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
本
に
は
罹
災
の
跡
が
認
め
ら
れ
ず
、
こ

の
説
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
再
建
時
に
新
た
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

興
臨
院
の
襖
絵
に
つ
い
て
は
、
制
作
当
時
の
直
接
的
な
史
料
こ
そ
現
存
し
な
い
も
の

の
、
江
戸
時
代
以
降
の
複
数
の
記
録
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
興
臨
院
の
韃
靼
人
図
が
注

目
さ
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
鈴
木
廣
之
氏
が
大
徳
寺
の
塔
頭
の
襖
絵
を
記
録
し
た

『
宝
山
誌
鈔
』（
享
保
五
年［
一
七
二
〇
］写
）の
中
に
、
狩
野
元
信
筆
「
韃
靼
人
図
」
の
記
載

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る（
註
5
）。
こ
れ
を
受
け
て
山
下
裕
二
氏
は
、
ボ
ス

ト
ン
本
が
こ
の
史
料
上
の
襖
絵
に
相
当
す
る
と
の
見
解
を
示
し
た（
註
6
）。
そ
の
後
、
平

成
八
年（
一
九
九
六
）に
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
室
町
の
絵
画
展
」
で
静
嘉

堂
本
が
初
公
開
さ
れ
る
と
、
そ
の
図
録
解
説
で
、
ボ
ス
ト
ン
本
と
静
嘉
堂
本
が
元
来
一
具

で
あ
っ
た
可
能
性
が
提
示
さ
れ
た（
註
7
）。

　

こ
の
ほ
か
、
大
徳
寺
の
襖
絵
研
究
で
欠
か
せ
な
い
史
料
で
あ
る
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』

（
寛
政
十
一
年［
一
七
九
九
］刊
）や
、
榊
原
悟
氏
が
紹
介
し
た
『
紫
野
大
徳
寺
明
細
記
』（
真

珠
庵
蔵
、
文
化
八
年［
一
八
一
一
］写
）（
註
8
）、
玉
蟲
敏
子
氏
が
紹
介
し
た
鈴
木
其
一
の
紀
行

文
『
癸
巳
西
遊
日
記
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
明
治
期
写
）（
註
9
）な
ど
に
も
興
臨
院

の
襖
に
関
す
る
記
録
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
杉
本
欣
久
氏
は
、
土
居
次
義

氏
に
よ
っ
て
『
宝
山
誌
鈔
』
と
同
種
の
記
録
が
複
数
存
在
す
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
受
け
て（
註
10
）、
広
範
な
文
献
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
類
す
る
資
料
を

新
た
に
紹
介
し
た（
註
11
）。
そ
の
中
に
は
、
静
嘉
堂
文
庫
が
所
蔵
す
る
二
件
の
資
料
『
竜
宝

山
大
徳
寺
便
覧
宝
物
記
』（
元
文
五
年［
一
七
四
〇
］写
）と
『
竜
宝
山
大
徳
寺
堂
舍
宝
物
記
』

（
書
写
年
代
不
明
）
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
中
に
も
興
臨
院
の
襖
絵
に
関
す
る
記
録
が
認
め

ら
れ
る（
註
12
）。

　

な
お
、
襖
絵
の
所
在
を
示
す
確
実
な
記
録
で
最
も
遡
る
も
の
は
、
其
一
の
『
癸
巳
西
遊
日

記
』
天
保
四
年（
一
八
三
三
）三
月
二
十
八
日
条
に
あ
る
「
興
臨
院　

元
信
着
色
麝
香
小
鳥
林

石
打
毬
獣
猟
墨
絵
花
鳥
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
そ
の
後
、
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）に
悦
叟

妙
怡（
一
七
九
三
～
一
八
六
一
）が
大
徳
寺
内
の
塔
頭
の
伝
暦
や
什
物
に
つ
い
て
記
し
た
『
龍
宝

摘
撮
』
に
は
、
興
臨
院
お
よ
び
隣
接
す
る
瑞
峯
院
の
襖
絵
の
記
述
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
玉
蟲
敏
子
氏
は
、
こ
の
こ
ろ
に
襖
絵
が
寺
外
に
流
出
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る（
註
13
）。

　

こ
の
玉
蟲
氏
の
指
摘
は
、
近
年
公
開
さ
れ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ノ

ロ
サ
に
よ
る
『
日
本
絵
画
蒐
集
作
品
解
説
付
総
目
録
』（
註
14
）の
記
録
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
本
資
料
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
る
蒐
集
品
の
記
録
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
ボ
ス
ト
ン
本

の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ボ
ス
ト
ン
本
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
入
手
す

る
四
十
年
ほ
ど
前
に
大
徳
寺
か
ら
売
却
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う（
註
15
）。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が

こ
の
目
録
を
書
き
始
め
た
の
は
一
八
八
〇
年
十
二
月
で
、
彼
の
蒐
集
活
動
が
一
八
八
四
年

末
頃
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
八
四
〇
年
代
前
半
頃
に
ボ
ス
ト
ン
本
は

大
徳
寺
を
離
れ
た
こ
と
に
な
る
。
静
嘉
堂
本
も
同
時
期
に
寺
外
に
出
た
と
推
量
さ
れ
る

が
、
そ
の
後
い
か
な
る
経
緯
で
岩
﨑
家
の
所
蔵
と
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
寺
外
に
出

た
の
ち
に
現
状
の
屛
風
装
に
改
め
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
隅
金
具
と
飾
金
具
に
は
、
江

戸
名
越
家
十
代
昌
晴（
一
八
三
一
～
一
九
一
一
）の
も
の
と
み
ら
れ
る
「
昌
晴（
花
押
）」
の

銘
が
彫
ら
れ
て
い
る【
挿
図
10
】。

　

こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
宝
物
記
録
類
で
は
、
興
臨
院
中
の
間
（
室
中
）
の
水
墨
の
花
鳥
山
水

図
、
礼
の
間
の
着
色
の
花
鳥
麝
香
猫
図
、
檀
那
の
間
の
韃
靼
人
図
の
い
ず
れ
も
、
筆
者
を

「
古
法
眼
」
す
な
わ
ち
元
信
筆
と
し
て
い
る（
註
16
）。
し
か
し
、
静
嘉
堂
本
の
筆
者
に
つ
い
て

は
、
元
信
本
人
で
は
な
く
有
力
な
周
辺
の
絵
師
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る（
註
17
）。
確

か
に
、
元
信
の
基
準
作
と
比
較
す
る

と
、
人
物
の
姿
態
に
は
い
く
ぶ
ん
硬

さ
が
あ
り
、
顔
立
ち
は
ア
ク
の
強
さ

が
抑
え
ら
れ
、
穏
や
か
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
装
束
に
は
打
ち
込

み
の
少
な
い
線
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

全
体
に
元
信
作
品
よ
り
も
柔
ら
か
な

雰
囲
気
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
並
木
誠
士
氏
は
、

挿図10　「昌晴」銘
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狩
野
派
に
お
い
て
韃
靼
人
図
と
い
う
画
題
が
、
南
宋
の
画
家
・
李
安
忠
と
結
び
つ
け
ら
れ

た
特
定
の
様
式
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
本
作
に
お
け
る
元
信
様
式
と

の
懸
隔
は
、
筆
者
の
技
量
や
画
風
の
差
と
言
う
よ
り
も
、
規
範
と
し
た
李
安
忠
筆
と
伝

わ
る
粉
本
の
表
現
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る（
註
18
）。

す
な
わ
ち
、
静
嘉
堂
本
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
本
の
様
式
的
特
徴
は
、
李
安
忠
様
に
よ
る
筆
様

制
作
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
、
筆
者
は
伝
承
通
り
元
信
、
あ
る
い
は
近
い
絵
師
と
考
え
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
、
筆
者
と
し
て
は
本
作
を
元
信
筆
と
断
定
す
る
だ
け
の
決
定
的
根
拠

を
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
判
断
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
作

が
元
信
の
強
力
な
構
想
力
と
指
導
力
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
、
狩
野
派
に
お
け
る
韃
靼
人

図
の
重
要
作
例
で
あ
る
と
い
う
点
は
揺
る
が
な
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
中
の
間
と
礼
の
間
の
襖
絵
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
元
信
本
人
の
手
に

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
額
装
一
面
の
伝
狩

野
元
信
「
麝
香
猫
図
」【
挿
図
11
】
は
、
も
と
襖
絵
と
み
ら
れ
、
大
徳
寺
旧
蔵
と
伝
わ
る
点

で
注
目
さ
れ
る（
註
19
）。
元
信
様
式
を
示
す
画
風
か
ら
も
、
静
嘉
堂
本
と
近
い
時
期
の
制

作
と
思
わ
れ
、
こ
の
図
が
礼
の
間
の
花
鳥
麝
香
猫
図
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い（
註
20
）。

三　

襖
絵
の
痕
跡

　

さ
て
、
各
宝
物
記
録
類
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
記
録
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
ボ
ス
ト
ン
本
が

興
臨
院
の
襖
絵
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
慎
重
を
期
せ
ば
、
静

嘉
堂
本
も
同
様
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
は
、
ボ
ス
ト
ン
本
と
一
具
で
あ
る
こ
と
を
史
料
以

外
の
証
拠
か
ら
裏
付
け
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
や
や
迂
遠
で
は
あ
る

が
、
静
嘉
堂
本
と
ボ
ス
ト
ン
本
が
一
具
で
あ
る
こ
と
を
、
襖
絵
の
痕
跡
と
そ
の
画
風
を
検

討
す
る
こ
と
で
改
め
て
確
認
し
た
い
。

　

並
木
誠
士
氏
は
、
静
嘉
堂
本
が
檀
那
の
間
の
四
面
分
の
襖
絵
に
、
ボ
ス
ト
ン
本
が
二
面

分
の
襖
絵
に
相
当
す
る
と
し
、
ボ
ス
ト
ン
本
に
続
く
図
様
が
さ
ら
に
二
面
分
存
在
し
た
と

指
摘
し
て
い
る（
註
21
）。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ず
は
襖
の
引
手
跡
か
ら
確
認
す

る
と
、
静
嘉
堂
本
に
は
両
隻
と
も
に
第
一
扇
と
第
六
扇
の
中
央
付
近
に
補
修
紙
が
当
て
ら

れ
て
い
る
。
子
細
に
観
察
す
る
と
、
右
隻
第
一
扇
【
挿
図
12
】
と
左
隻
第
六
扇
に
つ
い
て

は
、
木
瓜
形
の
引
手
跡
が
確
認
で
き
る
。
補
修
紙
に
は
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
穴
の

径
は
縦
幅
五
・
八
㎝
、
横
幅
七
・
四
㎝
程
度
で
、
室
町
時
代
後
期
の
襖
絵
の
引
手
と
し
て
妥

当
な
大
き
さ
で
あ
る
。
ま
た
、
各
隻
の
第
二
扇
お
よ
び
第
五
扇
に
縦
方
向
の
紙
継
ぎ
の
線

が
確
認
で
き
る
。
こ
の
紙
継
ぎ
の
位
置
と

引
手
跡
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第

一
扇
か
ら
第
三
扇
で
一
面
、
第
四
扇
か
ら

第
六
扇
で
一
面
の
襖
を
構
成
し
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
面
は
幅
七
〇

㎝
程
度
の
紙
を
二
列
に
五
枚
並
べ
て
一
つ

の
画
面
と
し
て
い
た
と
判
断
で
き
、
右
隻

と
左
隻
の
全
体
で
幅
約
一
四
〇
㎝
の
襖
四

面
分
に
相
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
興
臨
院
の
平
面
図
【
挿

図
13
】
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
静
嘉
堂

本
は
中
の
間
側
の
四
面
の
襖
に
相
当
す
る

と
判
断
で
き
る
。
ボ
ス
ト
ン
本
は
、
静
嘉

挿図11　伝狩野元信「麝香猫図」
　　　　ボストン美術館蔵　一面

挿図12　静嘉堂本　右隻第一扇　引手跡



13　　静嘉堂文庫美術館蔵「韃靼人打毬図屛風」小考

堂
本
の
左
隻
か
ら
図
様
が
連
続
す
る
こ
と
、
ま
た
幅
九
〇
㎝
程
度
と
い
う
法
量
か
ら
、
衣

鉢
閣
側
の
二
面
の
襖
で
あ
る
と
わ
か
る
。
合
わ
せ
て
、
ボ
ス
ト
ン
本
の
左
方
に
は
、
現
在

は
失
わ
れ
た
二
面
の
襖
絵
が
あ
っ
た
こ
と
も
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る（
註
22
）。

　

画
風
の
点
か
ら
も
、
両
作
は
一
具
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
の
形
状
や
皺
法
を
は
じ
め
、
車

輪
松
の
樹
叢
や
枝
ぶ
り
【
挿
図
14
・
15
】
な
ど
樹
木
の
形
も
酷
似
す
る
。
人
物
の
面
貌
は
、

頰
骨
の
張
っ
た
輪
郭
に
大
き
な
鼻
が
特
徴
で【
挿
図
16
】、
装
束
に
つ
い
て
は
皴
の
線
を
執

拗
に
描
く
点
が
似
通
う
。
厳
密
に
見
れ
ば
、
静
嘉
堂
本
と
ボ
ス
ト
ン
本
の
間
に
は
わ
ず
か

な
表
現
の
差
も
あ
る
が
、
工
房
に
お
け
る
分
業
制
作
の
範
疇
に
収
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
細
部
の
表
現
ま
で
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
静
嘉
堂
本
が
ボ
ス
ト
ン
本

と
一
具
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
両
本
を
合
わ
せ
て
興
臨
院
本

と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
　
失
わ
れ
た
二
面
の
図
様

　

本
節
で
は
、
檀
那
の
間
の
襖
絵
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ボ
ス
ト
ン
本
に
隣

接
し
て
い
た
失
わ
れ
た
二
面
の
襖
の
図
様
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
こ
の
問
題
を
解
明

す
る
手
が
か
り
は
、
現
存
す
る
諸
本
の
な
か
で
も
興
臨
院
本
の
図
様
を
強
く
規
範
と
す
る

狩
野
興
以
筆
「
韃
靼
人
狩
猟
図
屛
風
」（
以
下
、
興
以
本
）【
挿
図
17
】
に
求
め
ら
れ
る
。
こ

挿図13　興臨院本堂　平面図挿図14　静嘉堂本　左隻　部分挿図15　ボストン本　右面　部分
Photograph [2026] 
Museum of Fine Arts, Boston.

ボストン本 静嘉堂本

挿図16　静嘉堂本とボストン本の面貌比較
Photograph [2026] Museum of Fine Arts, Boston.

静嘉堂本とボストン本の本紙を繋げた図　Photograph [2026] Museum of Fine Arts, Boston.
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の
興
以
本
は
、
昭
和
四
年
二
月
の
福
井
・
松
平
家
の
売
立
に
「
韃
靼
狩
」
の
題
で
掲
載
さ

れ
た
作
品
で（
註
23
）、
山
根
有
三
氏
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ（
註
24
）、
二
〇
〇
一
年
に
『
国

華
』
誌
面
上
で
紹
介
さ
れ
た
後
、
福
井
県
立
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
た（
註
25
）。
山
根
氏

は
両
隻
の
画
風
の
相
違
か
ら
、
右
隻
は
興
以
、
左
隻
を
興
以
の
画
風
を
受
け
継
ぐ
狩
野
甚

之
丞
の
作
と
見
、
そ
の
制
作
時
期
を
寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）頃
と
推
定
し
て
い
る
。

　

興
以
本
と
の
考
察
に
先
立
ち
、
興
臨
院
本
の
図
様
の
源
流
と
そ
の
後
の
作
品
へ
の
影
響

に
か
か
る
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
鬼
原
俊
枝
氏
は
、
興
臨
院
本
が
発
見
さ
れ

る
以
前
に
、
狩
野
宗
秀
筆
「
韃
靼
人
狩
猟
図
屛
風
」（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術

館
蔵
、
以
下
、
宗
秀
本
）
に
、「
文
姫
帰
漢
図
巻
」（
明
時
代
・
十
六
世
紀
、
大
和
文
華
館

蔵
）
の
図
様
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た（
註
26
）。
そ
の
後
、
静
嘉
堂
の
『
室
町

の
絵
画
展
』
図
録
の
解
説
に
て
、
宗
秀
本
を
遡
る
作
例
で
あ
る
静
嘉
堂
本
の
図
版
が
紹
介

さ
れ
、
そ
の
解
説
で
ボ
ス
ト
ン
本
と
一
具
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、「
文
姫
帰
漢
図
巻
」

第
八
、
十
、
十
二
拍
と
の
類
似
が
示
さ
れ
た（
註
27
）。

　

次
い
で
、
佐
藤
真
規
子
氏
に
よ
り
、
興
臨
院
本
と
宗
秀
本
の
詳
細
な
比
較
が
行
わ
れ
、

「
文
姫
帰
漢
図
巻
」
と
の
類
似
性
が
強
い
の
は
興
臨
院
本
で
あ
り
、
宗
秀
本
は
興
臨
院
本
を

参
照
し
て
描
か
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
宗
秀
本
に
よ
っ
て
韃
靼

人
図
屛
風
の
型
が
確
立
さ
れ
、
以
降
の
韃
靼
人
図
の
多
く
が
宗
秀
本
に
倣
っ
て
い
る
と
い

う
。
一
方
で
、
宗
秀
本
を
参
照
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
無
い
モ
テ
ィ
ー
フ
を
興
臨
院
本
ま
で

遡
っ
て
引
用
す
る
作
品
も
存
在
す
る
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
興
以
本
を
挙
げ
て
い
る（
註
28
）。

　

佐
藤
氏
に
よ
る
宗
秀
本
と
興
以
本
の
関
連
性
の
指
摘
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
筆
者
は
図

様
の
近
似
性
に
基
づ
き
、
興
以
本
と
興
臨
院
本
と
の
よ
り
密
接
な
関
係
に
注
目
し
た
い
。
興

以
本
に
お
け
る
興
臨
院
本
の
図
様
の
影
響
は
、
他
の
韃
靼
人
図
屛
風
と
比
し
て
突
出
し
て
い

る
。
例
え
ば
宗
秀
本
で
は
、
興
臨
院
本
よ
り
も
打
毬
を
す
る
人
数
が
多
く
、
個
々
の
人
物

が
果
た
す
役
割
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
静
嘉
堂
本
左
隻
の
住
居
付
近
に
描
か
れ

る
料
理
人
た
ち
は
、
宗
秀
本
で
は
右
隻
上
部
の
金
雲
で
区
切
ら
れ
た
区
画
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
元
の
図
様
の
文
脈
が
失
わ
れ
て
い
る
。
対
し
て
興
以
本
で
は
、
住
居
を
囲
む
幔
幕
の

外
に
料
理
人
を
配
す
る
な
ど
、
元
の
図
様
が
持
つ
意
図
を
正
確
に
捉
え
て
引
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
韃
靼
人
図
の
障
屛
画
作
例
の
多
く
が
人
物
に
近
接
し
た
画
面
構
成
を
採
る
な
か
、

興
以
本
は
興
臨
院
本
と
同
様
に
水
平
的
な
視
点
を
維
持
し
、
遠
景
の
山
々
ま
で
を
も
収
め

右隻
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る
。
幕
舎
や
建
物
の
形
状
も
興
臨
院
本
に
近
似
し
、
図
様
に
破
綻
は
見
ら
れ
な
い
。
興
以

本
は
、
興
臨
院
本
の
各
場
面
を
再
配
置
し
た
上
に
人
物
も
新
た
に
加
え
、
山
岳
の
描
写
に

は
雪
舟
様
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
多
分
に
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

人
物
や
動
物
の
姿
は
、
興
臨
院
本
の
図
様
を
踏
襲
す
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
前
景
の
水

景
や
、
静
嘉
堂
本
と
ボ
ス
ト
ン
本
に
ま
た
が
っ
て
描
か
れ
た
峨
々
た
る
岩
山
も
、
形
状
を
変

え
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
狩
野
派
で
制
作
さ
れ
た
韃
靼
人
図
の
現
存
作

例
の
多
く
が
金
地
屛
風
で
あ
る
の
に
対
し
、
興
以
本
は
金
地
で
な
い
紙
本
に
描
か
れ
て
い
る

点
で
も
異
色
で
あ
り
、
興
臨
院
本
を
強
く
意
識
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
興
以
本
の
制
作
態
度
か
ら
は
、
絵
師
が
興
臨
院
本
の
図
様
を
尊
重
し
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
粉
本
や
類
作
を
参
照
し
た
の
み
な
ら
ず
、
現
地
で
実
見
し
た
可
能

性
も
考
慮
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
想
像
を
巡
ら
す
上
で
興
味
深
い
の
が
、
興
臨
院

に
残
る
寛
永
十
八
年（
一
六
四
一
）付
の
壁
書
の
存
在
で
あ
る【
挿
図
18
】。
障
壁
画
の
模
写
を

禁
じ
る
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
韃
靼
人
図
を
含
む
興
臨
院
の
障
壁
画
が
、
壁
書
に
あ
る

よ
う
に
「
名
筆
」
と
し
て
広
く
知
れ
渡
り
、
多
く
の
絵
師
の
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
の

証
左
で
あ
る
。
狩
野
派
の
絵
師
が
、
元
信
画
学
習
の
た
め
に
現
地
で
模
写
を
し
た
可
能
性

も
あ
り
得
よ
う
。

　

興
以
本
が
興
臨
院
本
の
図
様
を
精
緻
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め

て
両
作
品
を
比
較
す
る
と
、
興
以
本
に
あ
っ
て
現
存
の
興
臨
院
本
に
な
い
図
と
し

て
、
興
以
本
の
右
隻
第
五
扇
か
ら
第
六
扇
に
描
か
れ
た
打
毬
観
賞
に
赴
く
騎
馬
の

行
列
が
指
摘
で
き
る【
挿
図
19
】。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
行
列
図
が
「
文
姫
帰
漢

図
」
第
十
五
拍
の
図
様
と
酷
似
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
補
足
を
す
れ
ば
、「
文

姫
帰
漢
図
」
は
島
田
修
二
郎
氏
に
よ
り
、
大
和
文
華
館
本
と
同
図
の
も
の
が
四
本

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
29
）。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
台
北
・
国
立
故
宮
博

物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
画
冊
形
式
の
伝
李
唐
「
文
姫
帰
漢
図
」（
明
時
代
の
作
か
）も
、

同
系
統
の
図
様
を
示
す
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
日
本
に
現
存
す
る
の
は
大
和

文
華
館
本
の
み
で
あ
る
が
、
興
臨
院
本
の
制
作
時
に
は
、
同
種
の
作
品
が
ほ
か
に

も
舶
載
・
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
別
本
の
存
在
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
興
以
本
の
行
列
図
を
大
和
文

華
館
本
「
文
姫
帰
漢
図
巻
」
第
十
五
拍【
挿
図
20
】と
比
較
す
る
と
、
画
面
左
か

挿図18　興臨院壁書

挿図17　狩野興以筆「韃靼人狩猟図屛風」　福井県立美術館蔵　六曲一双　紙本着色　法量（各）縦150.8cm×横348.0cm 左隻
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て
い
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ボ
ス
ト
ン
本
に
続
く
失
わ
れ
た

二
面
の
襖
に
は
、
狩
猟
鑑
賞
に
赴
く
行
列
が
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
静
嘉
堂
本
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
本
の
検
討
を
通
し
て
、
両
者
が
大
徳
寺
興
臨

院
の
檀
那
の
間
を
飾
る
襖
絵
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
し
た
。
引
手
跡
や
紙
継
ぎ
な
ど
の
物

理
的
痕
跡
の
精
査
か
ら
、
静
嘉
堂
本
が
中
の
間
側
の
四
面
、
ボ
ス
ト
ン
本
が
衣
鉢
閣
側
の

二
面
を
占
め
、
さ
ら
に
ボ
ス
ト
ン
本
の
左
方
に
連
続
し
て
失
わ
れ
た
二
面
が
存
在
し
た
こ

と
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
興
臨
院
本
の
図
様
を
強
く
規
範
と
し
た
後
続
の
興
以
本
と

の
比
較
検
討
を
通
じ
、
失
わ
れ
た
二
面
に
は
、「
文
姫
帰
漢
図
」
第
十
五
拍
に
基
づ
い
た

行
列
図
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。

　

元
来
の
襖
の
配
置
を
踏
ま
え
た
上
で
、
興
臨
院
本
の
画
面
構
成
を
確
認
す
る
と
、
静
嘉

堂
本
と
ボ
ス
ト
ン
本
が
接
続
す
る
箇
所
に
は
、
中
景
に
山
岳
が
配
さ
れ
る
が
、
図
版
上
で

は
一
見
平
板
に
見
え
る
こ
の
図
も
、
直
角
に
つ
な
げ
て
鑑
賞
す
れ
ば
、
立
体
感
と
奥
行
き

を
持
っ
て
広
が
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
興
臨
院
本
の
巻
子
に
由

来
す
る
構
図
は
、
室
内
か
ら
襖
絵
を
見
渡
す
際
に
、
視
線
を
上
下
に
大
き
く
動
か
す
こ
と

な
く
連
続
し
た
景
観
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
鑑
賞
者
自
身
が
異
境
の
地
に
足
を

踏
み
入
れ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
を
呼
び
起
こ
す
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
巻
子
形
式
の
図
様

を
大
画
面
の
襖
絵
と
い
う
室
内
空
間
に
適
合
さ
せ
る
技
量
に
、
当
時
の
元
信
工
房
の
優
れ

た
手
腕
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

む
す
び
に
か
え
て
、
興
臨
院
本
に
つ
い
て
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

並
木
誠
士
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
十
五
世
紀
後
半
の
東
山
殿
会
所
の
襖
絵
に
は
、
す
で
に

李
安
忠
様
の
韃
靼
人
狩
猟
図
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う（
註
31
）。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
画
題
が
定
着
を
み
る
の
は
、
韃
靼
人
図
を
狩
野
派
が
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、

興
臨
院
本
が
成
立
し
た
十
六
世
紀
前
半
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
興
臨
院
本
が
韃
靼
人

図
の
初
期
作
で
あ
る
こ
と
は
揺
る
が
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
時
と
し
て
は
比
較

的
珍
し
か
っ
た
画
題
が
、
檀
那
の
間
の
襖
絵
に
選
択
さ
れ
た
理
由
を
問
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

興
臨
院
を
創
建
し
た
畠
山
義
総
、
開
山
の
小
溪
紹
怤
、
そ
し
て
襖
絵
の
筆
者
と
さ
れ
る

ら
右
へ
と
進
む
隊
列
の
構
成
に
加
え
、
は
た
め
く
五
色
旗
や
高
々
と
掲
げ
ら
れ
た
傘
と
い

っ
た
持
ち
物
、
さ
ら
に
は
文
姫
と
の
子
を
抱
く
左
賢
王
と
み
ら
れ
る
男
性
と
近
い
姿
の
人

物
な
ど
、
細
部
ま
で
近
似
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
存
す
る
興
臨
院
本
が「
文
姫
帰
漢
図
」

の
他
場
面
を
巧
み
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
行
列
図
こ
そ
が
、
本
来
ボ

ス
ト
ン
本
に
続
い
て
い
た
失
わ
れ
た
二
面
に
描
か
れ
て
い
た
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
。

　

こ
の
仮
説
を
検
討
す
る
上
で
、
並
木
誠
士
氏
が
、
日
本
の
韃
靼
人
図
の
規
範
と
な
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
李
安
忠
の
粉
本
に
、
行
列
図
が
備
わ
っ
て
い
た
と
す
る
指
摘
は
看
過
で
き

な
い
。
氏
は
、
韃
靼
人
図
の
源
流
と
な
っ
た
中
国
の
作
品
で
は
、
狩
猟
や
打
毬
の
場
面
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
を
観
賞
す
る
た
め
に
移
動
す
る
貴
人
の
長
大
な
行
列
が
、
不
可
欠
な
要

素
と
し
て
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
て
い
た
と
論
じ
る（
註
30
）。
氏
が
提
唱
す
る
よ
う
に
、
興
臨

院
本
が
そ
の
成
立
に
お
い
て
李
安
忠
と
伝
わ
る
粉
本
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
、
狩
猟
・
打
毬
・
行
列
と
い
う
三
つ
の
主
題
が
網
羅
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
。
興
以
本
に
行
列
図
が
あ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
主
題
を
興
臨
院
本
が
備
え

挿図19　狩野興以筆「韃靼人狩猟図屛風」福井県立美術館蔵
　　　　右隻第五～六扇　部分

挿図20　「文姫帰漢図巻」第十五拍・絵　大和文華館蔵
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（
註
11
）　

杉
本
欣
久
「【
資
料
紹
介
】
速
水
宗
達
写
『
竜
宝
山
大
徳
寺
境
内
幷
諸
塔
頭
雑
記
』
―
大
徳
寺
塔
頭

に
関
す
る
絵
画
の
筆
者
と
諸
情
報
―
」（『
美
術
史
学
』
四
二
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

（
註
12
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
う
ち
、
興
臨
院
の
襖
絵
に
関
す
る
記
録
は
以
下
の
通
り
。

『
竜
宝
山
大
徳
寺
便
覧
宝
物
記
』（
函
架
番
号　
八
七
函
四
五
架
）

　

客
殿
中
間
墨
絵
山
水
礼
間
彩
色
花
鳥
麝
香　

大
書
院
付　

古
法
眼
筆

　

檀
那
間
韃
靼
人
狩
図　

衣
鉢
閣
付　

古
法
眼
筆

『
竜
宝
山
大
徳
寺
堂
舍
宝
物
記
』（
函
架
番
号　
八
七
函
四
五
架
）

　

中
之
間　

墨
絵
花
鳥　

狩
野
古
法
眼
元
信
筆

　

礼
之
間　

彩
色
花
鳥
麝
香　

同
筆

　

檀
那
之
間　

彩
色
韃
靼
人
狩
之
図　

同
筆

（
註
13
）　

玉
蟲
敏
子
「
大
徳
寺
瑞
峯
院
「
堅
田
間
」
襖
絵
の
研
究
」（『
国
華
』
一
二
〇
六
、
一
九
九
六
年
五
月
、

十
二
頁

（
註
14
）　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
著
・
山
口
静
一
編
・
解
説
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
手
稿
「
日
本
絵
画
蒐

集
作
品
解
説
付
総
目
録
」
復
刻
・
翻
刻
・
邦
訳
集
成 Com

plete Catalogue of Collection of 
Specim

ens of Japanese A
rt including N

otes and Com
m

entaries and Reference to 
the O

ther N
ote Books belonging to the Collector

』
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
プ
ス
、
二
〇

二
〇
年
七
月

（
註
15
）　

現
在
は
修
理
を
経
て
襖
装
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
註
14
の
目
録
に
は
「T

hey probably w
ere 

painted originally upon a tw
o panelled screen, w

hich explains the fact that they 
are but tw

o halves of one picture.

」
と
あ
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
入
手
を
し
た
時
点
で
は
軸
装

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
註
16
）　
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
で
は
、
檀
那
の
間
の
襖
絵
の
筆
者
は
土
佐
光
信
と
さ
れ
て
い
る
（
註
７
杉
本

前
掲
論
文
、
一
〇
七
頁
参
照
）。
お
そ
ら
く
隣
接
す
る
瑞
峯
院
の
檀
那
の
間
の
「
堅
田
図
」
と
誤

認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
17
）　

註
１
図
録
解
説

（
註
18
）　

並
木
誠
士
「
初
期
韃
靼
人
図
に
つ
い
て
―
流
書
手
鑑
に
み
る
李
安
忠
を
て
が
か
り
に
―
」（『
大
和

文
華
』
一
三
〇
、
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
註
19
）　

註
２
前
掲
書
、
一
三
八
頁

（
註
20
）　

本
図
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ウ
に
よ
り
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、

ビ
ゲ
ロ
ウ
が
来
日
し
て
い
た
一
八
八
二
～
八
九
年
頃
に
収
集
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
水
辺
の
岸
に
立
っ

て
振
り
返
る
麝
香
猫
の
傍
ら
に
牡
丹
と
葦
、
小
禽
を
配
し
、
上
空
に
飛
翔
す
る
二
羽
の
シ
ロ
ガ
シ
ラ

を
描
く
が
、
こ
れ
は
、
伝
狩
野
之
信
「
樹
下
麝
香
猫
図
屛
風
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
、
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
蔵
「
松
下
麝
香
猫
図
屛
風
」
と
一
具
）の
第
二
～
三
扇
の
図
様
に
よ
く
似
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

伝
之
信
作
は
、
興
臨
院
の
礼
の
間
の
襖
絵
の
図
様
を
復
元
す
る
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
註
21
）　

静
嘉
堂
本
が
四
面
、
ボ
ス
ト
ン
本
が
二
面
、
欠
損
が
二
面
あ
る
と
の
指
摘
は
、
註
18
並
木
前
掲
論

文
お
よ
び
同
「
韃
靼
人
打
毬
図
屛
風
」（『
天
下
を
治
め
た
絵
師　

狩
野
元
信
』
図
録
、
サ
ン
ト
リ

ー
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
二
二
一
頁
解
説
）を
参
照
。

（
註
22
）　

並
木
氏
は
、
註
18
の
論
考
に
お
い
て
、
現
存
し
な
い
二
面
が
興
臨
院
の
天
文
の
罹
災
時
に
失
わ
れ

た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
の
八
面
の
う
ち
二
面
の
み
が
焼
失
し
た
の
で
あ
れ

狩
野
元
信
、
こ
の
三
者
の
結
び
つ
き
を
直
接
的
に
示
す
資
料
は
現
段
階
で
は
見
当
た
ら
な

い
。
し
か
し
、
狩
猟
や
打
毬
と
い
う
武
家
好
み
の
勇
壮
な
主
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る

に
、
画
題
選
択
の
主
体
は
義
総
に
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
義
総
は
、
能
登
畠
山

氏
の
全
盛
期
を
築
い
た
人
物
で
あ
り
、
家
督
継
承
以
前
に
は
足
利
義
稙
（
一
四
六
六
～
一

五
二
三
）の
御
供
衆
と
し
て
京
で
活
躍
し
、
三
条
西
実
隆（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）ら
中

央
の
文
化
人
と
も
交
流
を
深
め
て
い
た
。
並
木
氏
の
指
摘
の
通
り
、
韃
靼
人
図
が
将
軍
家

周
辺
で
描
か
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
義
総
が
こ
の
主
題
お
よ
び
元
信
一
派
の
動
向
を

知
る
機
会
は
、
京
で
の
活
動
を
通
し
て
多
岐
に
亘
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

能
登
と
い
う
土
地
も
、
そ
の
主
題
選
択
に
関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
天
文
二
十
三
年

（
一
五
五
四
）七
月
に
、
義
総
の
子
・
義
続
が
、
本
願
寺
証
如
に
虎
皮
を
贈
っ
た
記
録
が
あ

り
、
こ
れ
が
朝
鮮
商
人
と
の
密
貿
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い

る（
註
32
）。
能
登
と
い
う
水
平
線
の
彼
方
に
異
国
の
存
在
を
強
く
想
起
さ
せ
る
土
地
柄
が
、

異
国
主
題
の
絵
画
へ
の
関
心
を
高
め
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
て

追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

学
芸
員
）

（
註
１
）　
『
室
町
の
絵
画
展
』
図
録
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
一
九
九
六
年
九
月
、
六
六
～
六
八
頁

（
註
２
）　

辻
惟
雄
、
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
、
髙
岸
輝
監
修
、
鹿
島
美
術
財
団
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

日
本
美
術
総
合
調
査
図
録　

解
説
篇
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
一
三
八
頁

（
註
３
）　

川
上
貢
『（
新
訂
）禅
院
の
建
築　

禅
僧
の
す
ま
い
と
祭
享
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
九
月

（
註
４
）　

京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
編
『
重
要
文
化
財
興
臨
院
本
堂
附
玄
関
及
び
表
門
修
理
工
事

報
告
書
』
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
六
月
。
以
下
、
報
告
書
の
指
摘
は
全
て
本
書
に
よ
る
。

（
註
５
）　

鈴
木
廣
之「
騎
射
と
狩
―
韃
靼
人
狩
猟
図
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
華
』一
〇
七
七
、
一
九
八
四
年
十
月
）

（
註
６
）　

山
下
裕
二
「
式
部
輝
忠
再
論
―
韃
靼
人
狩
猟
図
屛
風
を
中
心
と
し
て
」（『
国
華
』
一
一
六
二
、
一

九
九
二
年
九
月
）

（
註
７
）　

註
１
図
録
解
説

（
註
８
）　

榊
原
悟
「
公
刊
「
宝
山
誌
鈔
」「
公
刊
「
紫
野
大
徳
寺
明
細
記
」（『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
二
十
周
年

記
念
論
集
』
一
九
八
二
年
三
月
）

（
註
９
）　

玉
蟲
敏
子
「
江
戸
後
期
の
「
西
遊
紀
行
」
に
つ
い
て（
上
）─
鈴
木
其
一
著
「
癸
巳
西
遊
日
記
」
を

中
心
と
し
て
─
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
六
一
、
一
九
八
一
年
四
月
）、
玉
蟲
敏
子
「
江
戸
後
期
の

「
西
遊
紀
行
」
に
つ
い
て（
下
）―
鈴
木
其
一
著
「
癸
巳
西
遊
日
記
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
六
二
、
一
九
八
一
年
五
月
）、
註
１
図
録
解
説

（
註
10
）　

土
居
次
義「
長
谷
川
等
伯
画
攷
」（
同『
近
世
日
本
絵
画
の
研
究
』美
術
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
十
一
月
）
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【
挿
図
出
典
】

挿
図
１
、
５
～
８
、
14
、
16　

佐
々
木
香
輔
撮
影

挿
図
９
、
15
、
16　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
提
供

挿
図
２
、
16　

筆
者
作
成

挿
図
10
、
12　

筆
者
撮
影

挿
図
11　

https://collections.m
fa.org/objects/25751/ （

二
〇
二
六
年
二
月
十
五
日
最
終
閲
覧
）

挿
図
13　

京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
編
『
重
要
文
化
財
興
臨
院
本
堂
附
玄
関
及
び
表
門
修
理
工
事

　
　
　
　

報
告
書
』（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
六
月
）の
修
理
後
竣
工
平
面
図
を
も
と
に
筆
者
作
成

挿
図
17
、
19　

福
井
県
立
美
術
館
提
供

挿
図
18　

京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
編
『
重
要
文
化
財
興
臨
院
本
堂
附
玄
関
及
び
表
門
修
理
工
事

　
　
　
　

報
告
書
』
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
六
月

挿
図
20　
『
天
下
を
治
め
た
絵
師　

狩
野
元
信
』
図
録
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
九
月

【
付
記
】

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
作
品
の
掲
載
を
快
く
許
可
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
各
機
関
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
の

意
を
表
す
る
。

　

本
稿
は
、
二
〇
二
五
年
に
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
絵
画
入
門　

よ
く
わ
か
る
神
仏
と
人
物

の
フ
シ
ギ
」
展
に
お
け
る
出
展
作
品
の
調
査
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
図
録
執
筆
時
に
未
詳
で
あ
っ
た
事
項

に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
の
進
展
を
踏
ま
え
て
加
筆
修
正
を
行
っ
た
た
め
、
一
部
に
図
録
の
解
説
と
異
な
る
記

述
が
あ
る
が
、
最
新
の
調
査
報
告
と
し
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
挿
図
２
の
法
量
お
よ
び
紙
継
ぎ
図
の
作
成
に
際
し
て
は
、
元
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
員
の
小
林

優
子
氏（
現
・
岡
田
美
術
館
学
芸
員
）に
よ
る
調
書
を
参
考
に
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ば
、
隣
接
し
て
い
た
ボ
ス
ト
ン
本
お
よ
び
静
嘉
堂
本
に
も
何
ら
か
の
罹
災
痕
が
残
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
本
紙
を
精
査
し
て
も
そ
の
よ
う
な
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
天
文
の
火
災
に
よ
っ
て

二
面
が
失
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
幕
末
に
寺
外
に
流
出
し
た
際
、
あ
る
い
は
そ
の
後

の
改
装
過
程
に
お
い
て
散
逸
し
た
と
み
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。

（
註
23
）　
『
日
本
屛
風
絵
集
成 

別
巻
』
講
談
社
、
一
九
八
一
年
三
月
、
一
〇
九
頁
所
収

（
註
24
）　

山
根
有
三
「
狩
野
興
以
の
法
橋
時
代
の
画
風
に
つ
い
て
―
名
古
屋
城
・
二
条
城
障
壁
画
筆
者
の
再

検
討
を
背
景
に
―
」（『
国
華
』
一
二
六
四
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）

（
註
25
）　

福
井
県
立
美
術
館
編
『
美
術
館
だ
よ
り
』
一
〇
三
、
福
井
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
四
月

（
註
26
）　

鬼
原
俊
枝
「
伝
狩
野
宗
秀
筆
「
韃
靼
人
狩
猟
・
打
毬
図
」
屛
風
に
つ
い
て
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』

四
五
〇
、
一
九
八
八
年
九
月
）

（
註
27
）　

註
１
図
録
解
説

（
註
28
）　

佐
藤
真
規
子
「
韃
靼
人
図
の
展
開
―
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
「
韃
靼
人
狩
猟
打
毬
図
屛
風
」
の
紹

介
を
か
ね
て
―
」（『
国
華
』
一
三
四
三
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）

（
註
29
）　

島
田
修
二
郎
「
文
姫
帰
漢
図
巻
に
つ
い
て
」（『
大
和
文
華
』
三
七
、
一
九
六
二
年
五
月
）

（
註
30
）　

並
木
誠
士
「
韃
靼
人
図
の
源
流
を
求
め
て
―
九
博
本
韃
靼
人
図
を
手
が
か
り
に
―
」（『
デ
ザ
イ
ン

理
論
』
五
八
、
二
〇
一
一
年
）。

　

韃
靼
人
の
狩
猟
お
よ
び
打
毬
と
い
う
画
題
の
成
立
に
つ
い
て
、
福
本
雅
一
氏
は
、
北
宋
の
徽
宗

皇
帝
が
金
に
捕
ら
え
ら
れ
た
際
、
そ
の
無
聊
を
慰
め
る
た
め
に
金
人
が
こ
れ
ら
を
披
露
し
て
も
て

な
し
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
福
本
氏
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
当
該

画
題
は
十
二
世
紀
前
半
以
降
に
成
立
し
、
十
六
世
紀
に
至
る
ま
で
そ
の
制
作
記
録
が
確
認
さ
れ
る

と
い
う
（
福
本
雅
一
「
中
国
に
お
け
る
撃
毬
の
盛
衰
と
撃
毬
図
屛
風
に
つ
い
て
」（『
季
刊
美
術
史
』

一
四
七
、
一
九
九
九
年
十
月
））。

　

こ
れ
に
対
し
並
木
誠
士
氏
は
、
徽
宗
を
め
ぐ
る
物
語
の
み
で
は
、
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
「
韃

靼
人
図
屛
風
」（
旧
襖
絵
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
行
列
の
存
在
を
十
分
に
説
明
し
き
れ
な

い
と
す
る
。
そ
こ
で
並
木
氏
が
着
目
し
た
の
は
、
従
来
言
及
さ
れ
て
き
た
大
和
文
華
館
本
の
「
文

姫
帰
漢
図
巻
」
に
加
え
、
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
陳
居
中
筆
と
伝
わ
る
「
文
姫
観
猟
図
」
と
「
観

猟
図
」
で
あ
る
。
後
者
の
二
作
品
に
は
、
狩
猟
を
観
覧
す
べ
く
移
動
す
る
蔡
文
姫
一
行
が
長
大
な

行
列
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
並
木
氏
は
こ
の
点
に
注
目
し
た
。
す
な
わ
ち
、
韃
靼
人
図
の
源
流

に
は
徽
宗
皇
帝
の
故
事
だ
け
で
な
く
、
文
姫
の
観
猟
・
出
猟
の
物
語
が
深
く
関
与
し
て
い
る
と
い

う
。
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
行
列
は
、
狩
猟
や
打
毬
を
観
賞
す
る
主
体
を
表
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

物
語
的
装
置
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
源
流
で
あ
る
徽
宗
の
物
語
を
描
い
た
作
品
群
に
お
い
て
も
、
本

来
は
同
様
の
行
列
図
が
備
わ
っ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
。
以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、
並
木
氏

は
、
九
博
本
の
行
列
は
、
中
国
の
巻
子
形
式
の
行
列
図
を
含
む
粉
本
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
と
結
論

づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
依
拠
し
た
粉
本
自
体
が
、
先
に
同
氏
が
論
じ
た
李
安
忠
筆
と
伝
承
さ

れ
る
作
品
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

（
註
31
）　

並
木
誠
士
「
中
近
世
に
お
け
る
韃
靼
人
図
の
受
容
―
個
人
蔵
本
の
紹
介
と
位
置
づ
け
―
」（『
デ
ザ

イ
ン
理
論
』
五
二
、
二
〇
〇
八
年
）。
註
18
並
木
論
文
。

（
註
32
）　

東
四
柳
史
明
「
日
本
海
交
通
の
拠
点　

能
登
」（
網
野
善
彦
・
石
井
進
編
『
中
世
の
風
景
を
読
む　

第

六
巻　

内
海
を
躍
動
す
る
海
の
民
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
八
月
）


